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１．研究目的 

近年の大地震においてRC造建築物は倒壊する事例

は非常に少なくなってきたが、地震後継続使用でき

ない事例は未だ存在することから、本課題は、大地

震後のRC造建築物の継続使用性を評価できる新たな

指標を確立し、その評価法の実装を目的とする。 

２．実施内容 

2.1 応答評価手法に関する検討 

応答評価手法として現在の告示にも採用されてい

る応答スペクトルを用いた評価方法を対象に、その

評価精度の検証（特に本手法を用いた場合の等価1自

由度系の応答評価精度（図-1参照））およびその評

価手法を普及させる方法について検討している。 

2.2 耐震レジリエンス性評価手法に関する検討 

地震時応答に基づき部材に発生する損傷を評価し

それに基づき、建築物の耐震安全性と修復性能の両

者を評価することを検討している。現在までに耐震

安全性の評価方法として被災度区分判定基準に示さ

れる被災度を算出する方法を提示し、過去の実大実

験結果との整合を確認している。 

図-1 応答スペクトル法に基づく評価手法の概要 

2.3 高い修復性を有する構造システムの検証 

建築物の耐震レジリエンス性を高める方法として、

当該建築物が高い修復性を保有することが挙げられ

る。このような修復性の高い構造システムはこれま

でに複数開発されてきており、その中でも以下のシ

ステムに着目した検討として、実大RC造梁部材を対

象に構造実験を行い、その有効性の検証と評価手法

の構築に関する検討を行っている。 

・損傷軽減技術：アンボンドプレストレス構造技術、

制震技術 

・損傷制御技術：ヒンジリロケーション技術 

３．まとめ 

本課題はRC造建築物を対象とした場合に、耐震レ

ジリエンス性の指標構築を目的として、現在までに

実施している課題の進捗概要を示した。今後は修復

性を評価するための建築物の修復時間の算定方法の

提案と、建築物の耐震レジリエンス性の算定方法な

らびに耐震レジリエンス性の高い建築物の評価事例

の構築を目指す予定である。 

図-2 建築物の損傷評価フロー 
 

 

室長 
(博士(工学)) 

建築品質研究官
（博士（工学）） 

研究官 
(博士(工学)) 

建築災害対策
研究官 

写真 

写真ﾃﾞｰﾀ

の貼り付

けは不要 

 

写真 

写真ﾃﾞｰﾀ

の貼り付

けは不要 

 

写真 

写真ﾃﾞｰﾀ

の貼り付

けは不要 

 

写真 

写真ﾃﾞｰﾀ

の貼り付

けは不要 

 

研究動向・成果 

コーン貫入試験による擁壁背面 

地盤調査の試行 
(研究期間：平成２年度～令和５年度) 

都市研究部 都市防災研究室 岩見 達也 

都市研究部 井上 波彦 

建築研究部 基準認証システム研究室 竹村 好史 

（キーワード）　　擁壁、耐震補強、CPT 

１．はじめに 

宅地擁壁の「事前」調査手法及び宅地擁壁の健全

度評価に関する知見を得ることを目的とし、地震被

害を受けた宅地擁壁を対象に、地盤調査法の一つで

ある電気式コーン貫入試験（JGS1435-2012、以後、

「CPT」）を鉛直及び斜め方向に行った。 

２．調査方法 

調査対象の擁壁は2011年東北地方太平洋沖地震に

おいて被害を受け2013年に補修された後、2021年及

び2022年の福島県沖を震源とする地震で再度被害を

受けた福島県相馬市にある練積み擁壁である（図-1）。 

図-1 調査対象擁壁 

CPTは通常鉛直方向に行

うが、擁壁背面上部から貫

入させると、擁壁の下側に

なるほど、擁壁との離間距

離が大きくなり擁壁背面近傍の地盤を調査すること

ができないため、鉛直方向のCPTに加え、擁壁壁面の

傾斜と並行に、斜め30度方向（以後、「斜め方向」）

のCPTを行った(図-2)。 

３．調査結果とまとめ 

擁壁背面側の鉛直と斜めの調査により、貫入位置

での地盤構成を把握した。GL-5.0m～-6.5mを除く層

では明確な違いは生じていないことから、斜めの調

査は鉛直調査とほぼ同じ結果を得ることができる

（図-3，図-4）。このことから、斜め方向にCPTを行

うことで擁壁の被害に関係する擁壁直下と背面の地

盤状況を同時に把握でき、耐震診断や補強設計の合

理化に資することが期待される。ただし、平地以外

の条件（擁壁背面）に斜め方向のCPTを適用する点に

ついては、今後の事例の蓄積が必要である。 
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図-3 鉛直方向と斜め 図-4 調査地周辺の 

による調査結果の比較  道路盛土柱状図 

☞詳細情報はこちら 

1) 竹谷修一ほか、2022年福島県沖地震で被災した擁

壁の現地調査 その1：コーン貫入試験による擁壁背

面地盤調査の試行、日本建築学会大会学術講演梗概
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2) 「建築物と地盤に係る構造規定の合理化による都

市の再生と強靱化に資する技術開発」の概要 

https://www.nilim.go.jp/lab/hcg/kisojiban_hp/k

isojiban.htm 
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図-2 調査断面図 
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